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大
山
為
起
と
荷
田
春
満
の
『
古
事
記
』
注
釈

齋

藤

公

太

は
じ
め
に

い
わ
ゆ
る
「
四
大
人
」
の
一
人
で
あ
り
国
学
の
祖
と
も
見
な
さ
れ
る
荷
田
春
満
の
学
統
を
考
え
る
上
で
、
一
つ
の
問
題
と
な
る
の
は
垂

加
神
道
家
・
大
山
為
起
と
の
関
係
で
あ
る
。
為
起
は
慶
安
四
（
一
六
五
一
）
年
に
生
ま
れ
、
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
に
生
ま
れ
た
春
満

よ
り
も
十
八
歳
年
長
に
あ
た
る
。
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
松
本
家
と
東
羽
倉
家
、
す
な
わ
ち
山
城
国
伏
見
の
稲
荷
社
の
神
職
家
に
生
ま
れ
た
。

為
起
は
寛
文
四
（
一
六
六
四
）
年
に
世
職
の
神
楽
預
を
継
承
し
、
延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年
に
は
垂
加
神
道
を
唱
道
し
て
い
た
山
崎
闇
斎

に
神
道
誓
文
を
提
出
し
て
正
式
に
入
門
す
る
。
し
か
し
為
起
は
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
に
稲
荷
社
を
辞
し
て
出
奔
し
、
伊
予
松
山
藩
主

松
平
定
直
の
招
聘
を
受
け
て
同
藩
に
移
住
。
味
酒
神
社
の
祠
官
と
な
っ
た
。
ま
た
春
満
も
元
禄
十
三
（
一
七
〇
〇
）
年
以
降
江
戸
に
下
向

す
る
よ
う
に
な
る
。
と
は
い
え
貞
享
四
年
ま
で
両
者
は
同
じ
稲
荷
社
に
仕
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
つ
と
に
学
者
と
し
て
の
令
名
を
は
せ
て
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い
た
為
起
の
存
在
を
、
春
満
が
見
過
ご
し
て
い
た
は
ず
は
な
く
、
二
人
に
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
春
満
の
学
問
上
の
師
は
為
起
で
あ
り
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
「
感
化
」
を
受
け
て
い
た
と
す
る
説
を
、
山
本
信

哉
が
最
初
に
提
起
し
た
の
は
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た(

)。
爾
後
、
三
浦
周
行
や
河
野
省
三
も
同
様
の
説
を
唱
え
た(

)。

1

2

西
田
長
男
も
ま
た
、
為
起
が
提
唱
し
た
稲
荷
社
の
二
月
初
午
七
日
鎮
座
説
を
春
満
が
継
承
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
上
記
の
説
の

証
左
と
し
て
い
る(

)。
こ
れ
を
受
け
て
上
田
賢
治
は
、
為
起
が
大
成
し
た
稲
荷
神
道
の
面
で
春
満
へ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
「
恐
ら
く
事
実

3

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る(

)。
ま
た
為
起
は
延
宝
八
年
六
月
七
日
に
中
臣
祓
、
同
二
十
日
と
同
十
月
二
十
七
日
に

4

神
代
巻
、
天
和
三
（
一
六
八
三
）
年
八
月
十
二
日
に
古
語
拾
遺
の
講
会
を
自
宅
で
開
い
て
お
り
、
少
年
時
代
の
春
満
が
そ
こ
に
出
席
し
て

い
た
可
能
性
を
上
田
は
示
唆
す
る(

)。
5

こ
の
よ
う
に
春
満
と
為
起
の
関
係
が
問
題
と
な
る
の
は
、
国
学
史
上
に
お
け
る
春
満
の
位
置
づ
け
の
難
し
さ
が
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
い
わ
ゆ
る
「
神
祇
道
徳
説
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
春
満
の
神
道
教
説
に
儒
学
の
影
響
が
色
濃
い
こ
と
は
つ
と
に
三
宅
清
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
、
松
浦
光
修
は
春
満
を
「
儒
家
神
道
家
」
の
範
疇
に
入
れ
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る(

)。
そ
れ
ら
に
対
し
て
松
本
久
史
は
春
満
に
お

6

け
る
伝
授
の
否
定
な
ど
に
国
学
の
発
生
を
見
出
し
て
い
る(

)。
す
な
わ
ち
春
満
は
儒
家
神
道
と
国
学
と
の
境
界
線
上
に
位
置
す
る
存
在
な
の

7

で
あ
る
。
国
学
が
儒
学
や
先
行
す
る
神
道
教
説
と
の
深
い
関
わ
り
の
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
春
満
の
両
義
性
は
な
お

さ
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う(

)。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
垂
加
神
道
家
た
る
為
起
と
の
関
係
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
き
た
と
推
測
さ
れ
る
。

8

し
か
し
春
満
の
著
作
や
生
前
の
言
行
か
ら
は
、
垂
加
神
道
に
特
徴
的
な
教
説
で
あ
る
五
行
説
や
土
金
の
伝
な
ど
が
見
出
さ
れ
ず
、
生
祠

の
ご
と
き
儀
礼
も
実
践
し
て
い
な
い
。『
日
本
書
紀
神
代
巻
箚
記
』
の
中
で
大
山
祇
神
に
関
す
る
「
山
崎
闇
斎
説
」
に
言
及
し
て
い
る
こ
と

か
ら(

)、
春
満
が
垂
加
神
道
に
触
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
春
満
は
こ
の
説
す
ら
も
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
為
起
は
正
徳

9
元
（
一
七
一
一
）
年
に
帰
京
し
、
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
に
没
す
る
ま
で
講
義
を
行
っ
て
い
る
が
、
春
満
の
在
京
期
間
と
は
食
い
違
っ
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て
お
り
、
そ
の
講
義
も
荷
田
姓
の
者
は
受
け
て
お
ら
ず
、
為
起
の
著
作
を
春
満
が
見
て
い
た
形
跡
も
な
く
、
為
起
の
著
作
の
伝
写
も
荷
田

家
に
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
と
羽
倉
敬
尚
は
述
べ
て
い
る(

)。
西
田
長
男
に
よ
れ
ば
為
起
の
没
後
そ
の
著
作
な
ど
は
遺
命
に
よ
り
松
山
に
移
さ

10

れ
た
と
い
う(

)。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
岩
橋
小
彌
太
、
三
木
正
太
郎
、
そ
し
て
上
田
賢
治
は
為
起
か
ら
春
満
へ
の
学
統
の
継
承
を
否
定
し(

)、

11

12

松
本
も
「
為
起
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
直
接
の
師
承
関
係
は
な
か
っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う(

)」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

13

た
だ
、
従
来
の
研
究
で
問
題
と
さ
れ
て
き
た
の
は
教
説
の
水
準
に
お
け
る
両
者
の
影
響
関
係
で
あ
っ
た
。
先
に
拙
稿
で
明
ら
か
に
し
た

よ
う
に(

)、
垂
加
神
道
に
お
い
て
も
「
実
証
主
義
」
的
に
古
代
の
文
献
を
研
究
す
る
態
度
が
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
為
起
も
ま
た
国
学

14

と
の
境
界
線
上
に
位
置
す
る
存
在
で
あ
っ
た
以
上
、古
典
研
究
と
い
う
面
か
ら
両
者
の
関
係
を
改
め
て
考
察
す
る
意
義
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
か
か
る
研
究
状
況
に
鑑
み
、
ま
た
先
の
拙
稿
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
為
起
と
春
満
の
『
古
事
記
』
に
対
す
る
注
釈
を
比
較
し
、
両
者

の
関
係
を
再
考
す
る
こ
こ
ろ
み
で
あ
る
。
こ
の
考
察
の
結
果
、
た
と
え
両
者
の
直
接
的
つ
な
が
り
が
見
出
せ
な
い
と
し
て
も
、
両
者
の
学

問
営
為
の
異
同
が
明
る
み
に
出
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
は
国
学
の
発
生
過
程
を
考
察
す
る
上
で
一
つ
の
材
料
と
な
る
だ
ろ
う
。

一
、
為
起
と
春
満
の
『
古
事
記
』
研
究

（
１
）
宣
長
手
沢
本
『
古
事
記
』
に
お
け
る
為
起
の
書
入
れ

最
初
に
本
稿
で
考
察
の
対
象
と
な
る
資
料
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。
前
回
の
拙
稿
で
も
取
り
上
げ
た
が
、
大
山
為
起
の
『
古
事

記
』
に
関
す
る
注
釈
は
、
本
居
宣
長
が
所
蔵
し
て
い
た
寛
永
版
本
の
『
古
事
記
』
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
為
起
の
没

後
、
彼
が
所
持
し
て
い
た
『
古
事
記
』
は
何
ら
か
の
経
路
で
書
肆
に
売
り
出
さ
れ
、
そ
れ
を
宝
暦
六
（
一
七
五
六
）
年
七
月
、
京
都
遊
学

大山為起と荷田春満の『古事記』注釈77



075_齋藤公太先生-タテ.mcd  Page 4 16/03/03 18:40  v5.51

中
の
宣
長
が
購
入
し
た
の
だ
っ
た(

)（『
宝
暦
二
年
以
後
購
求
謄
写
書
籍

附
書
目
』）。
こ
の
『
古
事
記
』
に
は
為
起
の
書
入
れ
が
大
量
に
残

15

さ
れ
て
い
た
が
、
宣
長
は
そ
こ
に
上
書
き
す
る
形
で
自
ら
の
注
釈
を
書
入
れ
、
そ
れ
を
『
古
事
記
伝
』
執
筆
の
際
に
も
参
照
し
た
の
で
あ

る
。こ

の
宣
長
手
沢
本
『
古
事
記
』
に
関
し
て
は
千
葉
真
也
が
詳
細
な
研
究
を
発
表
し
て
お
り(

)、
本
稿
も
そ
れ
に
依
拠
す
る
。
宣
長
手
沢
本

16

に
は
為
起
の
頭
注
や
傍
注
が
墨
筆
で
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
大
半
は
垂
加
神
道
の
教
説
に
基
づ
く
解
釈
や
、
付
会
的
な
語
釈
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
宣
長
は
墨
筆
で
見
せ
消
ち
を
書
い
て
い
る
。
他
方
、
為
起
は
自
ら
の
本
文
校
訂
に
基
づ
き
、
改
変
・
挿
入
す
べ
き
文
字

を
朱
筆
で
書
き
入
れ
て
も
い
る
。
宣
長
は
、
こ
の
よ
う
な
本
文
校
訂
の
書
入
れ
は
消
さ
ず
に
残
し
て
お
き
、「
ノ
ブ
」
や
「
寺
」
な
ど
と
、

為
起
の
校
訂
と
一
致
す
る
諸
本
が
何
で
あ
る
か
を
書
き
入
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
宣
長
は
校
訂
の
面
に
関
し
て
は
為
起
の
研
究
を
評
価

し
、
そ
れ
を
自
ら
の
研
究
に
活
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
為
起
の
校
訂
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
た
本
文
を
、
宣
長
が
「
一
本
」
と

し
て
『
古
事
記
伝
』
の
中
で
採
用
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
も
、
千
葉
は
明
ら
か
に
し
て
い
る(

)。
17

ま
た
宣
長
手
沢
本
『
古
事
記
』
に
は
、
朱
筆
と
墨
筆
に
よ
る
傍
訓
や
訓
点
も
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
千
葉
は
朱
筆
の
訓
を
為
起
の
も

の
と
見
な
し
て
い
る
が(

)、
事
実
こ
れ
ら
は
『
古
事
記
伝
』
に
お
け
る
宣
長
の
訓
と
大
体
に
お
い
て
異
な
っ
て
お
り
、
宣
長
が
見
せ
消
ち
を

18

施
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
た
め
、
為
起
に
よ
る
訓
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
為
起
の
書
入
れ
が
行
わ
れ
た
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
西
田
長
男
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
『
先
代
旧
事
本
紀
』
と
『
古
事
記
』

の
校
訂
が
対
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
稲
荷
社
奉
職
中
に
着
手
さ
れ
、
松
山
へ
の
移
住
後
も
継
続
さ
れ
た
と
い
う
『
旧
事
紀
』

の
校
訂
と
同
時
期
に
『
古
事
記
』
の
研
究
も
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る(

)。
ま
た
、
後
述
の
よ
う
に
為
起
が
対
校
資
料
と
し
て
貞
享
四
（
一

19

六
八
七
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
度
会
延
佳
の
『
鼇
頭
古
事
記
』（
以
下
「
延
佳
本
」）
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら(

)、
少
な
く
と
も
松
山
移
住

20

後
に
『
古
事
記
』
へ
の
書
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
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（
２
）
春
満
講
義
に
基
づ
く
書
入
れ
本

一
方
、
春
満
の
『
古
事
記
』
注
釈
を
示
す
も
の
と
し
て
、
本
稿
で
は
東
丸
神
社
所
蔵
の
『
古
事
記
』（
東
羽
倉
家
文
書
、
文
書
番
号
Ａ
―

１
―
５
―
１
、
２
、
３
）
を
取
り
上
げ
る(

)。
こ
れ
は
寛
永
版
本
に
対
し
、
春
満
の
講
義
に
基
づ
く
注
釈
を
高
弟
で
あ
る
大
西
親
盛
が
書
き

21

入
れ
た
も
の
で
あ
る
（
以
下
、
本
書
を
親
盛
本
と
称
す
）。
春
満
は
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
十
二
月
か
ら
同
十
（
一
七
二
五
）
年
正
月
に

か
け
て
、
幕
府
書
物
奉
行
の
下
田
師
古
の
要
請
で
『
古
事
記
』
の
校
訂
を
行
い
、
そ
れ
を
師
古
に
進
上
し
て
い
る
。
以
後
、
春
満
は
享
保

九
年
か
ら
同
十
四
（
一
七
二
九
）
年
に
か
け
て
複
数
回
『
古
事
記
』
の
講
義
を
行
い
、
門
弟
た
ち
は
講
義
に
基
づ
く
注
釈
を
『
古
事
記
』

に
書
き
入
れ
、
そ
れ
が
伝
写
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
う
ち
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
武
田
文
庫
本
（
吉
賢
本
）
は
師
古
へ
献
上
さ
れ
た
も

の
と
同
様
で
あ
る
が
、
親
盛
本
は
歌
謡
に
関
す
る
注
と
訓
が
よ
り
詳
細
で
あ
る
た
め
、
後
に
行
わ
れ
た
歌
謡
中
心
の
講
義
を
反
映
し
た
も

の
で
あ
る
と
松
本
久
史
は
述
べ
て
い
る(

)。
そ
の
後
、
享
保
十
四
年
八
月
十
四
日
に
は
春
満
の
講
義
録
で
あ
る
『
古
事
記
箚
記
』
が
筆
写
さ

22

れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
親
盛
本
の
書
入
れ
は
墨
筆
と
朱
筆
の
二
種
類
あ
り
、
依
拠
す
る
講
義
の
違
い
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
墨
筆
の
書

入
れ
の
中
に
親
盛
の
筆
跡
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
上
巻
三
八
丁
ウ
三
行
「
久
久
年
神
」
へ
の

頭
注
に
、「
親
寓
按
久
久
神
久
久
之
二
字
恐
冬
之
字
歟
誤
分
而
為
二
字
歟
…
…
」
と
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
別
人
物
の
書
入
れ
は
親
盛
の
孫
、

大
西
親
寓
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る(

)。
し
た
が
っ
て
、
お
お
よ
そ
筆
跡
で
判
別
で
き
る
も
の
の
、
墨
筆
の
書
入
れ
に
つ
い
て
は
春
満
の
講
義

23

に
基
づ
く
も
の
か
ど
う
か
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
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（
３
）
為
起
と
春
満
の
『
古
事
記
』
解
釈

本
稿
は
教
説
の
水
準
に
お
け
る
為
起
と
春
満
の
『
古
事
記
』
解
釈
の
比
較
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
そ
れ
は
紙
幅
の
都
合
も
あ
る
が
、
事

実
上
比
較
が
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。
為
起
の
『
古
事
記
』
解
釈
に
つ
い
て
は
す
で
に
先
の
拙
稿
で
論
じ
た
が
、
そ
の
特
徴
は
、
た
と
え
ば

「
見
立
天
之
御
柱
」（
上
巻
五
丁
ウ
八
行
）
に
対
し
「
天
地
中
ニ
金
気
ヲ
ミ
立
ル
ヲ
云
」
と
の
傍
注
を
付
け
て
い
る
よ
う
に
、
垂
加
派
な
ら

で
は
の
五
行
説
や
土
金
の
伝
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

他
方
、
親
盛
本
の
よ
う
な
春
満
の
講
義
に
基
づ
く
書
入
れ
本
は
、
本
文
校
訂
と
傍
訓
が
主
内
容
で
あ
り
、
語
義
に
関
す
る
詳
細
な
解
釈

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。『
古
事
記
箚
記
』
に
は
よ
り
詳
し
い
解
釈
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
前
述
の
通
り
春
満
は
五
行
説
を
否
定
し
て
い

た
た
め
、
為
起
の
解
釈
と
は
ほ
と
ん
ど
共
通
性
が
見
出
さ
れ
ず
、
比
較
す
る
ま
で
も
な
く
両
者
の
違
い
は
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

た
だ
両
者
の
解
釈
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
共
通
性
も
あ
る
。
そ
れ
は
『
古
事
記
』
序
文
の
「
参
神
」（
一
丁
オ
三
行
）
に
関
す
る
解
釈
で
あ

る
。
宣
長
手
沢
本
の
中
で
為
起
は
こ
の
文
言
に
関
し
て
「
参
神
ハ
乾
道
独
化
三
神
ヲ
云
」
と
の
頭
注
を
付
け
、『
古
事
記
』
本
文
に
出
て
く

る
天
御
中
主
神
・
高
皇
産
霊
神
・
神
皇
産
霊
神
ら
造
化
三
神
で
は
な
く
、『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
に
見
ら
れ
る
国
常
立
尊
・
国
狭
槌
尊
・
豊

斟
淳
尊
ら
「
乾
道
独
化
」
の
三
神
に
比
定
す
る
。
実
は
春
満
も
『
古
事
記
箚
記
』
の
中
で
「
国
常
立
国
狭
槌
豊
斟
ノ
コ
ノ
三
柱
ノ
神
ヲ
サ

シ
テ
三
神
ト
ハ
云
タ
ル
モ
ノ
也(

)」
と
述
べ
て
お
り
、
為
起
と
一
致
す
る
。
こ
こ
に
は
両
者
に
共
通
す
る
『
日
本
書
紀
』
優
位
の
考
え
が
垣

24

間
見
ら
れ
、
両
者
が
立
脚
す
る
学
問
的
土
台
の
共
通
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
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二
、
為
起
と
親
盛
の
本
文
校
訂

千
葉
真
也
は
そ
の
論
文
の
中
で
、
宣
長
手
沢
本
『
古
事
記
』
上
巻
に
お
け
る
為
起
の
本
文
校
訂
と
、
そ
れ
に
関
し
て
宣
長
が
推
定
し
た

対
校
資
料
と
を
リ
ス
ト
化
し
て
い
る(

)。
本
章
で
は
千
葉
の
成
果
を
援
用
し
、
為
起
と
春
満
の
『
古
事
記
』
上
巻
に
関
す
る
本
文
校
訂
を
比

25

較
す
る
。

以
下
、
寛
永
版
本
『
古
事
記
』
に
お
け
る
所
在
を
示
す
際
に
は
、
中
村
啓
信
が
用
い
て
い
る
形
式
を
採
用
し
た(

)。
た
と
え
ば
「

」
と

26

713

あ
っ
た
場
合
は
、
最
初
の
桁
「
７
」
が
丁
数
、
次
の
桁
「
１
」
が
表
（
０
）
と
裏
（
１
）、
最
後
の
桁
「
３
」
が
行
数
を
表
す
。「

」
な

1003

ら
ば
一
〇
丁
オ
三
行
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
寛
永
版
本
の
原
文
に
付
け
ら
れ
た
傍
点
は
、
為
起
や
春
満
に
よ
る
校
訂
の
対
象
で
あ
る
字
句

を
指
し
て
い
る
。

為
起
は
本
文
の
校
訂
に
際
し
て
、
基
本
的
に
改
変
・
挿
入
す
べ
き
箇
所
に
朱
筆
で
丸
を
付
け
、
上
欄
外
や
当
該
箇
所
の
傍
ら
に
代
替
・

挿
入
す
べ
き
文
字
を
朱
筆
で
書
き
入
れ
る
と
い
う
形
式
を
と
る
。
以
下
の
表
で
は
為
起
が
代
替
・
挿
入
す
べ
き
と
す
る
文
字
の
み
を
記
し

た
。
本
文
に
書
か
れ
た
「
〇
」
は
為
起
が
指
示
し
た
挿
入
箇
所
で
あ
る
。
た
だ
校
訂
す
る
箇
所
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、「
①
―

②
」
と
い
う
形
式
で
記
し
た
。
①
が
改
正
す
べ
き
箇
所
、
②
が
代
替
・
挿
入
す
る
文
字
を
表
す
。
親
盛
本
に
関
し
て
は
校
訂
を
表
す
傍
注
・

頭
注
の
み
を
記
し
た
。

以
下
の
表
で
は
宣
長
が
手
沢
本
に
記
し
て
い
る
略
号
を
そ
の
ま
ま
流
用
し
た
。
千
葉
前
掲
論
文
に
よ
れ
ば
、
略
号
が
示
し
て
い
る
対
校

資
料
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
ノ
ブ
（
ノ
フ
）」
は
度
会
延
佳
『
鼇
頭
古
事
記
』。「
イ
」
は
宣
長
が
安
永
九
（
一
七
八
○
）
年
に
見
た
「
或

本
」。「
イ
朱
」（
朱
筆
で
「
イ
」
の
意
）
は
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
に
宣
長
が
見
た
村
井
敬
義
所
蔵
の
古
写
本
。「
寺
」
は
天
明
七
（
一

七
八
七
）
年
に
見
た
真
福
寺
本
の
写
本
。
以
上
の
全
て
の
資
料
に
該
当
す
る
場
合
は
、
千
葉
の
前
掲
論
文
に
な
ら
っ
て
「
ノ
ブ
〜
寺
」
と
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表
記
し
た
。
ま
た
宣
長
は
「
旧
」
と
い
う
略
号
も
用
い
て
い
る
が
、
千
葉
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
『
先
代
旧
事
本
紀
』
を
指
し
て
い
る
と
い
う(

)。
27

な
お
、
カ
ギ
カ
ッ
コ
で
く
く
ら
れ
た
資
料
名
は
為
起
自
身
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

為
起
と
春
満
の
注
の
あ
と
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
訂
と
一
致
す
る
資
料
の
略
号
を
カ
ッ
コ
で
く
く
っ
て
記
し
た
。
為
起
と
春
満
、
両
者

の
校
訂
が
一
致
す
る
場
合
は
太
字
で
示
し
た
。
紙
幅
の
都
合
上
、
春
満
に
該
当
す
る
注
が
な
い
箇
所
は
割
愛
し
た
。

【
表
１
】
為
起
と
親
盛
の
本
文
校
訂
の
一
致
箇
所

番
号

寛
永
版
本
該
当
箇
所

宣
長
手
沢
本

親
盛
本

1

【
訓
高・
○
云
阿
麻
下
效
此
】

411

○
―
天
字
歟

高
当
作
天
（
イ
）、
○
―
「
下
天
イ
」（
ノ
ブ
〜

寺
）

2

【
流・

字
以
上
十
字
以
音
】

414

琉
（
ノ
ブ
）

流
当
作
琉

3

次
豊
雲
野
神
【
止・

】

501

上

止
字
当
去
（
ノ
ブ
〜
寺
）

4

宇
比
地
邇
神
【
止・

】

503

上

止
去
二
字
当
去
〔
下
の
「
妹
須
比
智
迩
【
去
】」

へ
の
指
示
を
含
む
〕

5

妹
阿
夜
【
止・
】
訶
志
古
泥
神

506

上
（
ノ
ブ
・
寺
）

止
字
当
去

6

伊
予
国
謂
愛
止・

比
売

706

【
上
】（
ノ
ブ
〜
寺
）

止
字
当
去

7

筑
紫
国
謂
白
日
別
止・

713

【
上
】

止
字
当
去
（
ノ
ブ
・
イ
・
寺
）

8

伊
邪
那
岐
命
造・

桃
子
汝
如
助
吾

1304

告
（
ノ
ブ
・
イ
朱
・
寺
）

造
一
本
作
告
為
是

9

青
人
草
之
落
苦
瀬・

1305

懶

瀬
疑
懶
字
之
誤
也

10

患
惣・

時

1305

惚

な
し
〔「
患
惣
」
に
「
ヤ
マ
ヒ
シ
ク
ル
シ
ム
」
と

訓
〕

11

次
於
投
流・

左
御
手

1412

棄
（
旧
・
ノ
ブ
）

流
当
作
棄
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12

於
○
中
滌
所
成
神
名

1511

水
（
ノ
ブ
補
）

水
一
本
〔
墨
〕

13

上
津
綿
士・

津
見
神

1512

【
上
】（
ノ
ブ
・
イ
朱
）

士
字
当
去

14

曽
毘
良
邇
者
千
人・
之
靭

1714

入
（
ノ
ブ
・
イ
朱
・
寺
）

人
当
作
入

15

何
故
上
来
迩・

1718

（
ノ
ブ
・
寺
）

迩
当
作

16

【
三
杖・

部
造
等
之
祖
也
】

2007

枝
（
ノ
ブ
・
寺
）

杖
当
作
枝

17

天
香
山
之
真
男
麻・

之

2116

鹿
（
ノ
ブ
・
イ
）

麻
当
作
鹿

18

【
○
此
謂
赤
加
賀
知・
者
】

2408

○
―
爛

知
―
智

19

取
成
其
童
女
而
判・

御
美
豆

2416

刺
（
ノ
ブ
）

判
当
作
刺

20

淤
迦
美
神
之
女
名
曰・

阿
比
売

2606

日
（
ノ
ブ
）

曰
一
本
作
日
為
非
〔
墨
〕

21

於
大
穴
牟
遅
神
負
佩・
為
従
者

2701

袋
（
旧
）

佩
一
本
作

為
是
（
ノ
ブ
）

22

於
是
知
與
吾
挨・

孰
多

2712

族
（
旧
・
ノ
ブ
）

族
〔「
ヤ
カ
ラ
」
と
付
訓
〕

23

補・

我
悉
剥
我
衣
服

2714

捕
（
旧
・
ノ
ブ
・
寺
）

補
当
作
捕

24

取
其
水
門
捕・

黄
敷
散

2718

蒲
（
旧
・
ノ
ブ
）

捕
当
作
蒲

25

故
其
莵
自・

大
穴
牟
遅
神

2802

白
（
旧
・
ノ
ブ
・
イ
・
イ
朱
）

白

26

雖
負
佩・

汝
命
獲
之

2803

袋
（
旧
）

佩
当
作

（
ノ
ブ
）

27

於
是
八
上
比
売
○
八
十
神
言

2804

答
（「
旧
事
紀
」・
ノ
ブ
・
寺
）

売
下
一
本
有
答
字

28

乃
遣

・

具・

比
売

2813

―

、
具
―
貝
（
ノ
ブ
・
イ
・
イ
朱
）

な
し
〔「
具
」
に
「
カ
ヒ
」
と
付
訓
〕

29

蛤
具・

比
売
命
作
活

2813

貝
（
ノ
ブ
〜
寺
）

な
し
〔「
カ
ヒ
」
と
付
訓
〕
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30

蛤
具・

比
売
持
水・

而

2814

具
―
貝
（
ノ
ブ
〜
寺
）

持
水
一
本
作
待

31

打
離
其
水・

自・

矢

2817

水
―
氷
（
旧
・
ノ
ブ
・
寺
）、
自
―
目
（
旧
・
ノ

ブ
・
寺
）

水
当
作
木

32

矢
刺
乞・

時

2903

之
（「
旧
事
紀
」・
旧
）

乞
一
本
作
之
為
是

33

須
勢
理
毘
売
出
見
為
自・
合
而

2906

目
（
旧
・
ノ
ブ
・
寺
）

な
し
〔「
メ
ア
ハ
セ
〔
墨
〕」
と
訓
。
親
寓
か
〕

34

赤・

来
日
夜
者
入
呉
公
蜂
室

2913

亦
（
ノ
ブ
・
イ
・
寺
）

赤
当
作
亦

35

落
隠
入
之
聞・

2918

間
（「
旧
事
紀
」・
ノ
ブ
）

聞
当
作
間

36

宇
良
須
能
登
理
剱・

3211

叙
（
ノ
ブ
）

剱
当
作
叙

37

麻・
知
富
許
能
迦
・
能
美
許
登
許
登
能
迦
多

3302理
碁・
登
母

麻
―
夜
（
ノ
ブ
・
イ
朱
・
寺
）
―
微
（
ノ
ブ
）、

碁
―
其
（
ノ
ブ
）

麻
当
作
夜

38

游・

岐
都
登
理
牟・

那
美
流
登
岐

3313

游
―
淤
（
ノ
ブ
〜
寺
）

游
当
作
淤
／
牟
当
作
宇

39

斯
米・

許
召・

母

3316

召
―
呂
（
ノ
ブ
・
寺
）

米
一
本
作
未
為
是
／
召
当
作
呂

40

阿
佐
阿
米
能
疑・
理

多
々
牟
剱・

3404

剱
―
叙
（
ノ
ブ
）

疑
当
作
岐
／
剱
当
作
叙

41

夜
和・

富
許
能
加
微

3407

知
（
ノ
ブ
・
寺
）

和
当
作
知

42

天
之
甕
生・

神
之
女

3515

主
（
ノ
ブ
〜
寺
）

甕
生
一
本
作
甕
主

こ
の
表
か
ら
わ
か
る
の
は
、
為
起
と
春
満
の
校
訂
が
一
致
し
て
い
る
の
は
、
ほ
ぼ
延
佳
本
に
依
拠
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
箇
所
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
表
で
は
割
愛
し
て
い
る
が
、
為
起
が
校
訂
を
指
示
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
親
盛
の
注
が
な
い
箇
所
は
、
し

ば
し
ば
延
佳
本
と
も
一
致
し
な
い
箇
所
で
あ
る
。
逆
に
二
十
一
番
で
は
延
佳
本
に
依
拠
し
た
と
思
わ
れ
る
春
満
の
校
訂
が
為
起
の
も
の
と

食
い
違
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
春
満
が
常
に
延
佳
本
に
し
た
が
っ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
二
〇
番
の
「
淤
迦
美
神

84
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之
女
名
曰
阿
比
売
」（
上

）
に
関
し
て
為
起
は
延
佳
本
に
基
づ
い
て
「
曰
」
を
「
日
」
に
改
め
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
親
盛

2606

の
頭
注
に
は
「
曰
一
本
作
日
為
非
」
と
あ
り
、
そ
の
校
訂
を
否
定
す
る
。
こ
の
こ
と
は
か
え
っ
て
春
満
が
校
訂
の
際
に
「
一
本
」
と
し
て

延
佳
本
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
中
村
啓
信
も
ま
た
、
春
満
は
『
古
事
記
』
の
諸
写
本
を
広
く
調
べ
て
い
た
わ
け

で
は
な
く
、
延
佳
本
が
主
要
な
対
校
資
料
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る(

)。
つ
ま
り
、
為
起
と
春
満
の
校
訂
の
一
致
と
見
ら
れ
る
も
の
は
、
両

28

者
が
そ
れ
ぞ
れ
延
佳
本
を
参
照
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

と
は
い
え
興
味
深
い
の
は
、
延
佳
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
為
起
と
春
満
の
説
が
一
致
す
る
箇
所
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
た
と
え
ば
九
番
の
ご
と
き
は
、
親
盛
が
「
瀬
疑
懶
字
之
誤
也
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
推
測
の
結
果
が
た
ま
た
ま
為
起
の
校

訂
と
一
致
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
三
二
番
の
「
矢
刺
乞
時
」（
上

）
に
関
し
て
は
、
為
起
は
「
乞
」
を
「
之
」
と
改
め
る
よ

2903

う
に
指
示
し
、
親
盛
も
「
乞
一
本
作
之
為
是
」
と
記
し
て
お
り
、
春
満
が
何
ら
か
の
「
一
本
」
に
拠
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
箇

所
に
つ
い
て
宣
長
は
「
之
字
旧
印
本
延
佳
本
共
に
、
乞
と
作
る
は
誤
な
り
、
今
は
一
本
に
依
れ
り
、
旧
事
紀
に
も
之
と
か
け
り(

)」（『
古
事

29

記
伝
』
十
之
巻
）
と
述
べ
、
千
葉
も
「
諸
本
集
成
で
は
『
之
』
と
す
る
本
は
な
い
。
一
本
は
為
起
書
き
込
み
で
あ
る(

)」
と
述
べ
て
お
り
、

30

為
起
の
校
訂
は
珍
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
本
文
で
は
「
之
」
に
な
っ
て
い
る
が
、「
旧

事
紀
に
も
」
云
々
と
あ
る
よ
う
に
、
宣
長
が
『
旧
事
紀
』
で
は
な
く
『
古
事
記
』
の
「
一
本
」
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

中
村
の
推
測
で
は
、
宣
長
が
依
拠
し
て
い
た
の
は
賀
茂
真
淵
の
校
訂
で
、
真
淵
は
春
満
講
義
の
書
入
れ
本
を
参
照
し
て
お
り
、
春
満
自
身

は
『
旧
事
紀
』
に
し
た
が
っ
て
本
文
を
改
訂
し
た
と
い
う(

)。
だ
が
そ
う
な
る
と
、
中
村
自
身
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
宣
長
が
こ
の
校

31

訂
を
師
説
と
し
て
紹
介
し
て
い
な
い
こ
と
が
不
審
で
あ
る
。
と
す
る
と
こ
こ
で
宣
長
が
「
一
本
」
と
し
て
参
照
し
て
い
る
の
は
為
起
の
書

入
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

翻
っ
て
春
満
も
ま
た
「
乞
一
本
作
之
為
是
」
と
指
示
し
て
お
り
、
中
村
の
推
測
の
よ
う
に
春
満
が
依
拠
し
て
い
た
の
は
『
旧
事
紀
』
で
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あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
だ
と
す
る
と
「
一
本
」
と
い
う
言
い
方
は
や
や
不
自
然
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
春
満
が
参
照
し
て
い
た
の
は

為
起
の
校
訂
だ
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
論
、
為
起
も
『
旧
事
紀
』
に
基
づ
い
て
校
訂
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の

結
果
の
本
文
を
春
満
が
「
一
本
」
と
指
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
共
通
の
本
、
も
し
く
は
同
系
統
の
本
を
参

照
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
仮
説
の
証
拠
と
な
り
う
る
例
を
二
つ
挙
げ
て
お
こ
う
。
中
村
は
春
満
の
対
校
資
料
が
未
詳
で
あ
る
注
釈
を
六
例
挙
げ
て
お
り
、
そ

の
う
ち
一
つ
は
「
宇
庭
王
」（
下

）
に
関
し
て
「
庭
一
本
作
遲
」
と
す
る
も
の
で
あ
る(

)。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
為
起
も
ま
た
「
庭
」
を
「
遲
」

3903

32

に
改
め
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
延
佳
本
も
「
庭
」
に
「
チ
」
と
付
訓
し
、
真
福
寺
本
に
も
「
遲
」
の
異
体
字
ら
し
き
も
の
が
書
か
れ
て

い
る
た
め
、為
起
の
独
創
と
は
い
え
な
い
が
、本
文
の
改
訂
ま
で
指
示
し
た
為
起
の
例
は
珍
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
宣
長
は「
遲

ノ
字
諸
本
に
庭
に
誤
れ
り
、
今
は
一
本
に
依
れ
り(

)」（『
古
事
記
伝
』
四
十
四
之
巻
）
と
述
べ
て
お
り
、
中
村
は
真
淵
本
に
拠
っ
た
も
の
と
し

33

て
い
る
が
、
真
淵
も
ま
た
本
文
の
改
訂
に
は
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
宣
長
が
指
し
て
い
る
「
一
本
」
と
は
為
起
の
校
訂
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
。
同
様
に
、
春
満
が
参
照
し
て
い
る
「
一
本
」
も
ま
た
、
為
起
の
校
訂
本
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が

成
り
立
つ
。

さ
ら
に
中
村
は
春
満
の
独
自
異
文
も
挙
げ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
「
水
河
」（
中

）
を
「
河
当
作
門
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

2611

中
村
は
、
諸
本
に
お
い
て
「
水
河
」
と
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
春
満
が
こ
の
河
を
門
に
作
る
べ
し
と
す
る
理
由
は
解
ら
な
い
」
と

し
て
い
る
が(

)、
実
は
為
起
が
「
河
」
に
対
し
て
「
門
歟
」
と
の
傍
注
を
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
結
果
、
両
者
に
お
い
て
「
ミ

34

ナ
ト
」
と
い
う
訓
も
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
、
春
満
が
為
起
の
校
訂
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
宣
長
も
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
「
門
ノ
字
諸
本
に
河
と
作ア

る
は
誤
な
り
今
は
一
本
に
依
れ
り(

)」（『
古
事
記
伝
』
二
十
五
之
巻
）
と
述
べ
て

35

お
り
、
中
村
は
真
淵
説
の
継
承
と
推
測
し
て
い
る
が
、
千
葉
は
「
書
き
込
み
の
状
況
か
ら
見
て
も
一
本
と
は
為
起
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
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と
述
べ
て
い
る(

)。
36

以
上
の
よ
う
に
、
為
起
と
春
満
の
本
文
校
訂
が
一
致
す
る
箇
所
は
お
お
む
ね
延
佳
本
に
依
拠
し
た
結
果
で
あ
っ
た
が
、
春
満
が
為
起
の

校
訂
を
参
照
し
て
い
た
と
想
像
さ
せ
る
箇
所
も
わ
ず
か
な
が
ら
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
春
満
が
為
起
の
著
作
に
触
れ
て
い
た
証
拠
は
他
に
な

く
、
為
起
の
著
作
類
も
没
後
は
松
山
に
移
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
後
年
為
起
旧
蔵
の
『
古
事
記
』
が
京
都
の
書
肆
で
売
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
為
起
没
後
も
京
都
に
留
ま
り
、
春
満
の
目
に
触
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
両

者
の
関
係
に
つ
い
て
断
案
を
下
す
に
は
ま
だ
あ
ま
り
に
証
拠
が
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
為
起
と
春
満
に
よ
る
訓
を
取
り
上
げ
、
さ
ら

に
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

二
、
為
起
と
春
満
の
付
訓

（
１
）
本
文
の
訓

為
起
に
よ
る
『
古
事
記
』
本
文
の
訓
は
延
佳
本
と
一
致
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
独
自
の
訓
も
少
な
く
な
い
。
こ
こ
で
は
中
村
啓
信
が
春

満
独
自
の
訓
と
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
と
比
較
し
て
み
た
い(

)。
37

【
表
２
】
春
満
特
有
の
訓
と
為
起
訓
と
の
一
致
箇
所

番
号

寛
永
版
所
在

為
起
傍
訓

親
盛
傍
訓

1

序

誥
命

512

ミ
コ
ト
ノ
リ

ミ
コ
ト
ノ
リ
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2

中

押
機

415

ヲ
シ
ヲ

オ
シ
ヲ

3

下

莫
レ
殺

2713

ナ
コ
ロ
シ
マ
シ
ソ

ナ
コ
ロ
シ
マ
シ
ソ

以
上
の
よ
う
に
、
為
起
の
訓
と
春
満
特
有
の
訓
が
一
致
す
る
例
は
三
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
う
ち
二
番
の
訓
「
オ
シ
」
は
宣

長
も
『
古
事
記
伝
』
の
中
で
採
用
し
て
い
る
。
中
村
は
「
こ
こ
を
真
淵
は
『
オ
シ
ハ
ジ
キ
』
と
訓
み
、
本
居
宣
長
に
お
よ
ん
で
『
オ
シ
』

が
再
び
現
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
も
現
代
の
研
究
者
の
誰
も
が
、
宣
長
に
始
ま
る
と
し
か
考

え
よ
う
が
な
か
っ
た
訓
み
に
、
す
で
に
先
駆
者
の
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る(

)」
と
述
べ
て
い
る
が
、「
オ
」
と
「
ヲ
」
の
表
記
の
違
い
は

38

あ
る
も
の
の
、
お
そ
ら
く
宣
長
は
為
起
の
訓
を
参
照
し
て
「
オ
シ
」
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
春
満
が
為
起
の
訓
を
参
照
し
て

い
た
可
能
性
も
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
春
満
の
門
弟
で
あ
っ
た
賀
茂
真
淵
は
『
古
事
記
』
の
校
訂
や
訓
に
関
し
て
も
師
説
を
継
承
し
て
お
り
、
中
村
が
明
ら
か
に
し

た
よ
う
に
、
そ
の
一
部
は
真
渕
の
門
弟
た
る
宣
長
に
受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
中
村
は
真
渕
が
継
承
し
た
春
満
の
訓
を
一
覧
に
し
て

い
る
が(

)、
そ
れ
ら
と
為
起
の
訓
が
一
致
し
て
い
る
箇
所
を
次
に
掲
げ
る
。

39

【
表
３
】
真
淵
が
採
用
し
た
春
満
の
訓
と
為
起
訓
と
の
一
致
箇
所

番
号

寛
永
版
所
在

為
起
傍
訓

親
盛
傍
訓

1

上

於
是

2716

コ
ヽ
ニ

コ
ヽ
ニ

2

上

神
者
也

4707

カ
ミ
ナ
リ

カ
ミ
ナ
リ

3

中

横
刀

215

タ
チ
ヲ

タ
チ
ヲ

4

中

嫡
后

913

キ
サ
キ

キ
サ
キ
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5

中

水
河

2611

ミ
ナ
ト
〔「
河
」
に
「
門
歟
」
と
注
〕

ミ
ナ
ト
〔「
河
当
作
門
」
と
頭
注
〕

6

中

等

3202

ト
モ

ド
〔
濁
点
墨
〕
モ
ナ
リ

7

中

覆
奏

3506

カ
ヘ
リ
コ
ト
マ
ウ
ス

カ
ヘ
リ
コ
ト
マ
ウ
シ

8

中

当
時

4202

ソ
ノ
カ
ミ

ソ
ノ
カ
ミ

9

下

莫
レ
殺

2713

ナ
コ
ロ
シ
マ
シ
ソ

ナ
コ
ロ
シ
マ
シ
ソ

真
渕
が
着
目
し
た
春
満
の
訓
に
は
相
応
の
独
創
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
と
為
起
の
訓
が
一
致
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
類

似
す
る
も
の
は
九
例
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、や
は
り
春
満
が
為
起
の
訓
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
２
）
歌
謡
の
訓

前
節
で
見
た
よ
う
に
為
起
と
春
満
の
訓
の
一
部
に
は
共
通
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、『
古
事
記
』
の
中
で
も
難
解
な
歌
謡
の
解
釈

に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
例
と
し
て
上
巻
に
あ
る
歌
謡
を
一
つ
取
り
上
げ
（
中
村
啓
信
訳
注
『
新
版

古
事
記
』〈
角
川
ソ
フ
ィ
ア

文
庫
、
二
〇
〇
九
年
〉
で
は
歌
謡
番
号
２
）、
為
起
と
春
満
の
傍
訓
と
傍
注
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
親
盛
本
の
箇
所
の
引
用
者
注

の
中
で
「
濁
点
墨
」
と
あ
る
場
合
、
そ
の
直
前
の
字
の
濁
点
の
み
が
墨
筆
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
、
し
た
が
っ
て
大
西
親
寓
な
ど
に
よ

る
後
世
の
書
き
込
み
で
あ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
寛
永
版
本
に
元
か
ら
あ
る
傍
訓
は
大
カ
ッ
コ
（﹇

﹈）
で
く
く
っ
て
記
し

た
。
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【
表
４
】
歌
謡
番
号
２

番
号

寛
永
版
本
該
当
箇
所

為
起
傍
訓

為
起
傍
注

親
盛
傍
訓

親
盛
傍
注

1

上

夜
斯
麻
久

3113

ヤ
シ
マ
ク
ニ

大
八
嶋
事

ヤ
シ
マ
ク
ニ

八
洲
国

2

上

都
麻
々
岐
迦
泥
弖

3113

ツ
マ
マ
キ
カ
子
テ

ツ
マ
ヲ
モ
ト
メ
カ
ヌ
ル
心

ヲ
ヨ
ミ

ツ
マ
マ
ギ
〔
濁
点
墨
〕
カ

子
テ

妻
不
見
不
得
而

3

上

登
々
冨
々
斯

3113

ト
ヲ
シ

遠
心

一
ト
三
ト
二
ホ
四
ホ
シ

遠
遠

4

上

佐
加
志
売
遠

3114

サ
カ
シ
メ
ヲ
〔「
遠
」
を

「
袁
」
に
修
正
〕

サ
ケ
明
メ
ノ
心

サ
カ
シ
メ
ヲ

賢
女

5

上

久
波
志
売
遠

3115

ク
ワ
シ
メ
ヲ
。

佐
加
志
メ
ノ
心
同
佐
ハ
付

コ
ト
ハ
也

ク
ハ
シ
メ
ヲ

妙
女

6

上

阿
理
加
用
婆
勢

3116

ア
リ
カ
ヨ
ワ
セ
、

初
言
也

ア
リ
カ
ヨ
ハ
セ

在
通

7

上

多
知
賀
遠
母

3116

タ
チ
カ
ヲ
モ
、

太
刀
刀
事

タ
チ
カ
ヲ
モ
、

太
刀
之
緒
亦

8

上

那
須
夜
伊
多
斗
遠

3118

ナ
ス
ヤ
、
イ
タ
ト
ヲ

板
戸
心

ナ
ス
ヤ
イ
タ
ド〔
濁
点
墨
〕

ヲ

閇
板
戸

9

上

淤
曽
夫
良
比

3118

ヲ
ソ
フ
ラ
ヒ
、

戸
ヲ
ア
ケ
ラ
レ
ヌ
心

オ
ソ
フ
ラ
ヒ

押
振

10

上

比
許
豆
良
比

3201

ヒ
コ
ヅ
ラ
ヒ
、

引
入
ヌ
ト
云
心

ヒ
コ
ツ
ラ
ヒ
、

拏

11

上

奴
延
波
那
伎
佐
怒

3202

ヌ
エ
ワ
ナ
キ
サ
ノ
、

海
ニ
モ
カ
ヽ
ル
言
也

ヌ
エ
ハ
ナ
キ
サ
ヌ

鵺
者
鳴

12

上

斯
波
登
与
牟

3203

シ
バ
ト
ヨ
ム

ソ
マ
人
ナ
ト
ノ
ド
ヨ
ム
心

シ
ハ
ト
ヨ
ム
、

雉
者
響
〔「
芸
斯
」
を
「
キ

シ
」
と
訓
〕

13

上

迦
都
婆
那
久

3203

カ
ツ
ワ
ナ
ク
、

カ
ワ
ス
ノ
ナ
ク
ト
云
事
ワ

ヲ
リ
ヤ
ク
ス

カ
ケ
ハ
ナ
ク
〔「
迦
都
当

作
迦
祁
」
と
頭
注
〕

鷄
者
鳴
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14

上

伊
斯
多
布
夜

3205

イ
シ
タ
フ
ヤ
。

初
言
シ
タ
フ
心

イ
シ
タ
フ
ヤ

慕
哉

15

上

登
母
許
遠
婆

3206

ト
モ
コ
ヲ
バ
、

初
言
付
コ
ト
ハ
也

ト
モ
コ
ヲ
ハ

語
言
亦
是
者
〔
上
の
「
加

多
理
其
登
」
を
「
カ
タ
リ

ゴ
〔
濁
点
墨
〕
ト
」
と
訓
〕

以
上
の
よ
う
に
、
歌
謡
部
分
は
音
仮
名
で
書
か
れ
て
い
る
だ
け
に
両
者
の
訓
の
違
い
は
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
意
味
の
注
釈
は
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。「
ヤ
シ
マ
ク
ニ
」
の
ご
と
き
簡
単
な
言
葉
で
あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
差
異
は
な
い
が
、
よ
り
難
解
な
古
言
に
な
る
と
為
起
の
理

解
が
及
ば
な
く
な
っ
て
く
る
と
い
う
傾
向
が
見
て
取
れ
よ
う
。

こ
の
点
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
松
本
が
春
満
に
特
徴
的
な
歌
謡
の
解
釈
と
し
て
挙
げ
て
い
る
も
の
と
為
起
の
注
釈
と
を
比
較

し
て
み
る(

)（
以
下
、
通
し
番
号
は
前
掲
の
中
村
訳
注
『
新
版

古
事
記
』
に
拠
る
）。

40

【
表
５
】
松
本
論
文
所
引
歌
謡

番
号

寛
永
版
本
該
当
箇
所

為
起
傍
訓

為
起
傍
注

親
盛
傍
訓

親
盛
傍
注

2

上

許
世
泥

3205

コ
セ
子
、

コ
セ
子

殺
令

3

上

麻
那
賀
理

3218

マ
ナ
カ
リ
、

マ
ナ
カ
リ
、

跨

4

上

牟
那
美
流
登
岐
婆

3308

ム
ナ
ミ
ル
ト
キ
ハ
、

食
ヲ
ナ
メ
ル
心

ウ
ナ
ミ
ル
ト
キ
ハ
〔「
牟

当
作
宇
」
と
頭
注
〕

見
時
者
〔「
ウ
ミ
ヲ
ミ
ル

ト
キ
ハ
ト
云
心
也
」（『
古

事
記
箚
記
』）〕

5

上

阿
夜
加
岐
能
布
波
夜

3414

ア
ヤ
カ
キ
ノ
。
フ
ハ
ヤ

見
事
心

ア
ヤ
ガ
〔
濁
点
墨
〕
キ
ノ

フ
キ
ヤ
〔「
阿
疑
訶
字
之

誤
乎
／
布
波
当
作
布
岐
」

と
頭
注
〕

文
墻
之
葺
屋

大山為起と荷田春満の『古事記』注釈91
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17

中

阿
米
都
々
知
杼
理

817

ア
メ
ツ
ヽ
チ
ト
リ

ア
メ
ツ
ツ
チ
ト
リ

天
地
千
五
百
人

42

中

毛
毛
豆
多
布

4914

モ
モ
ヅ
ト
フ
。

数
多
キ
海
心

モ
モ
ツ
タ
フ
、

物
物
伝

42

中

伊
知
比
韋

5002

イ
チ
ヒ
イ

イ
チ
ヒ
ヰ

「
櫟
江
」「
地
名
」
と
併
記

42

中

麻
用
賀
岐
用

5005

マ
ヨ
カ
キ

マ
ヨ
カ
キ

真
湯
搔

42

中

加
夫
都
久

5005

カ
フ
ツ
ク
。

カ
フ
ツ
ク

焦
着

42

中

阿
被
志
斯

5006

ア
ヒ
シ
。
シ

ア
ハ
シ
シ
〔「
被
当
作
波
」

と
頭
註
〕

遇
兼
饗

43

中

本
都
毛
理

5105

ホ
ツ
モ
リ
。

栗
ノ
ヒ
ラ
カ
ヌ
事

ホ
ヅ
〔
濁
点
墨
〕
モ
リ
、

含

44

中

韋
具
比
宇
知

5107

イ
ク
ヒ
ウ
チ
。

イ
ツ
ヽ
ノ
ヰ
心

ク
ヒ
打

心

ヰ
グ
〔
濁
点
墨
〕
ヒ
ウ
チ

堰
杙
内
兼
打
之

57

下

佐
斯
夫

414

サ
シ
フ

川
ニ
柳
ナ
ト
ノ
有
ヲ
謡

〔「
ヲ
ヒ
タ
テ
ル
サ
シ
フ
」

へ
の
注
〕

サ
シ
フ
、

鳥
草
樹

73

下

那
賀
美
古
夜

912

﹇
ナ
カ

コ
ヤ
﹈。

﹇
ナ
カ
﹈
ミ
﹇
コ
ヤ
﹈、

長
皇
子

75

下

多
都
基
母

1101

﹇
タ
ツ
キ
モ
﹈、

立
テ
コ
ヽ
マ
テ
コ
マ
イ
ト

云
事

﹇
タ
ツ
キ
モ
﹈

防
壁

78

下

許
在
許
曽
婆

1503

﹇
コ
﹈
ソ
〔
寛
永
版
本
の
訓

「
サ
」
を
「
ソ
」
に
修
正
〕

﹇
コ
ソ
ハ
﹈

其
レ
コ
ソ
ノ
許
曽
也
妻
□コ

フ

〔
杜
か
〕
者
也

﹇
コ
サ
コ
ソ
ハ
﹈、

右
に
「
今
夜
」、
左
に
「
今

朝
」〔「
在
一
本
作
存
為
是
」

と
頭
注
〕

87

下

夜
麻
多
豆
能

1705

﹇
ヤ
マ
タ
ツ
ノ
﹈。

ソ
マ
ノ
事
也

﹇
ヤ
マ
タ
ツ
ノ
﹈、

山
鐇
之

90

下

許
知
能
夜
麻

2218

﹇
コ
チ
ノ
﹈。﹇
ヤ
マ
﹈

キ
ニ
通〔「
チ
」に
対
し
て
〕

東
ノ
事

﹇
コ
チ
ノ
ヤ
マ
﹈

右
に
「
山
」、
左
に
「
山
名

一
義
云
此
山
」
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90

下

伊
久
美

気

2304

﹇
イ
ク
ヒ
タ
﹈
ケ
。

﹇
イ
ク
ヒ
タ
﹈
ケ
、

曲
竹

91

下

由
々
斯

2405

﹇
ユ
ユ
シ
﹈

﹇
ユ
ユ
シ
﹈

忌
忌

93

下

都
久
夜

2411

﹇
ツ
ク
ヤ
﹈。

﹇
ツ
ク
ヤ
﹈、

齋

101

下

麻
那
婆
志
良

2902

マ
ナ
バ
シ
ラ

マ
ナ
ハ
シ
ラ
、

鶺
鴒

108

下

夜
布
士
麻
里

3115

ヤ
フ
シ
マ
リ
。

ヤ
フ
シ
マ
リ
、

彌
柴
迫

こ
の
一
覧
か
ら
わ
か
る
通
り
、
春
満
に
特
徴
的
な
歌
謡
の
解
釈
に
、
為
起
が
影
響
を
与
え
た
と
思
し
き
痕
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
先
の

拙
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
垂
加
派
に
と
っ
て
歌
謡
の
理
解
は
一
つ
の
大
き
な
障
害
で
あ
っ
た
。
お
よ
そ
十
八
世
紀
の
初
め
頃
を
境
と
し
て

垂
加
派
に
お
い
て
も
契
沖
の
研
究
の
摂
取
が
進
み
、
岡
田
正
利
の
『
古
事
記
事
跡
抄
』（
元
文
四
〈
一
七
三
九
〉
年
成
立
）
な
ど
で
は
歌
謡

の
理
解
も
進
展
し
て
い
る
が
、
為
起
の
段
階
で
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。「
宇ウ

那ナ

加カ

夫ブ

斯シ

」（
上

）
に
「
イ
ヤ
ナ
イ
ナ
カ
ト
云

3403

心
ウ
ハ
イ
通
」、
あ
る
い
は
「
波ハ

斯シ

祁キ

夜ヤ

斯シ

」（
中

）
に
「
モ
ノ
ヽ
ハ
シ
キ
ヨ
キ
心
」
と
注
を
付
け
て
い
る
よ
う
に
（
親
盛
本
で
は
そ
れ

3812

ぞ
れ
「
低
頗
傾
」、「
麗
哉
」
と
傍
注
）、
為
起
は
古
言
を
理
解
す
る
際
に
付
会
的
な
語
源
説
に
頼
っ
て
い
る
。
松
本
久
史
が
述
べ
て
い
る
よ

う
に
契
沖
や
春
満
も
い
ま
だ
延
約
・
相
通
説
に
基
づ
く
語
源
説
か
ら
完
全
に
は
脱
し
て
い
な
い
の
だ
が(

)、
や
は
り
程
度
の
差
は
あ
り
、
為

41

起
の
古
言
理
解
は
春
満
ほ
ど
に
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

垂
加
神
道
家
の
大
山
為
起
と
国
学
者
の
荷
田
春
満
。
か
つ
て
両
者
は
と
も
に
伏
見
稲
荷
社
に
仕
え
る
神
職
で
あ
り
、
何
ら
か
の
関
係
が

大山為起と荷田春満の『古事記』注釈93
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あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
宣
長
手
沢
本
『
古
事
記
』
と
親
盛
本
『
古
事
記
』
に
残
さ
れ
た
注
釈
を
比
較
す
る
こ
と
で
、

両
者
の
関
係
を
再
考
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
っ
た
。

各
自
の
教
説
に
基
づ
く
解
釈
の
水
準
で
は
、『
日
本
書
紀
』
の
優
位
性
と
い
っ
た
点
で
共
通
性
が
見
ら
れ
る
と
し
て
も
、
基
本
的
に
五
行

説
を
否
定
す
る
春
満
に
と
っ
て
垂
加
派
の
解
釈
が
と
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
文
校
訂
に
関
し
て
は
共
通
す
る
も
の
が
多
数

見
ら
れ
た
が
、
そ
の
大
半
は
両
者
が
延
佳
本
に
依
拠
し
て
い
た
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
為
起
独
自
の
校
訂
と
春
満
の
注
釈
が
一
致
す
る

箇
所
も
わ
ず
か
な
が
ら
あ
り
、
為
起
の
研
究
を
春
満
が
参
照
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
両
者
が
共
通
の
（
系
統
の
）
写
本
を
参
照
し
て
い

た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

本
文
の
訓
に
関
し
て
は
、
春
満
独
自
の
訓
と
見
ら
れ
て
い
た
も
の
と
為
起
の
訓
と
の
一
致
が
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は

前
述
の
推
論
を
さ
ら
に
強
め
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
歌
謡
の
注
釈
に
関
し
て
は
為
起
と
春
満
の
共
通
性
は
見
出
さ
れ

ず
、
む
し
ろ
為
起
の
置
か
れ
て
い
た
学
知
の
状
況
が
露
わ
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
の
考
察
の
結
果
、
春
満
が
何
ら
か
の
経
路
で
為
起
の
『
古
事
記
』
注
釈
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
が
浮
上
し

た
。
従
前
か
ら
中
村
啓
信
は
真
淵
を
介
し
て
春
満
の
説
が
宣
長
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
が
、
本
稿
の
仮
説
が
正

し
い
と
す
れ
ば
、
宣
長
と
春
満
は
為
起
と
い
う
共
通
の
参
照
項
も
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
本
稿
で
示
し
た
例
だ
け

で
は
、
こ
の
仮
説
を
立
証
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
春
満
が
直
接
為
起
の
注
釈
を
参
照
し
た
の
で
は
な
く
、
稲
荷
社
周
辺
に
存
在
し

て
い
た
未
知
の
本
を
両
者
が
共
通
に
参
照
し
た
と
い
う
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。
今
後
、
春
満
と
為
起
を
つ
な
ぐ
具
体
的
状
況
を
明
ら
か

に
し
、
ま
た
他
の
『
古
事
記
』
諸
本
や
注
釈
と
の
比
較
を
進
め
る
こ
と
で
、
両
者
の
関
係
の
実
態
を
解
明
し
て
い
き
た
い
。

付
記

本
稿
は
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所
の
平
成
二
十
六
年
度
の
研
究
事
業
「「
國
學
院
大
學

国
学
研
究
プ

94
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ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
拠
点
と
す
る
国
学
の
『
古
事
記
』
解
釈
の
研
究
」
の
成
果
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
松
本
久
史
先
生
か
ら
多
大
な
ご
教
示
を
た
ま
わ
っ
た
。
東
丸
神
社
の
松
村
準
二
宮
司
、
そ
し
て
吉
田
悦
之
館
長
を
は
じ
め
と
す
る
本

居
宣
長
記
念
館
の
方
々
に
は
、
貴
重
な
資
料
の
撮
影
と
使
用
に
関
し
て
ご
高
配
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
芹
口
真
結
子
氏
に
は
資
料
の
解
読

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

な
お
、
一
次
資
料
の
引
用
に
当
っ
て
は
基
本
的
に
旧
字
体
を
新
字
体
に
直
し
、
引
用
者
注
を
亀
甲
カ
ッ
コ
で
表
し
た
。

（
１
）「
隠
れ
た
る
神
道
家
大
山
為
起
翁
の
伝
」、『
朱
』
三
二
号
、
一
九
八
八
年
六
月
、
一
八
五
頁
。
初
出
は
『
神
社
協
会
雑
誌
』
第
六
年

三
・
四
・
六
号
（
一
九
〇
七
年
）。

（
２
）
三
浦
周
行
「
大
山
葦
水
翁
に
つ
き
て
」、
岡
部
譲
編
『
大
山
為
起
翁
記
念
篇
』
所
収
、
私
家
版
、
一
九
一
九
年
、
三
頁
。
河
野
省
三

『
国
学
の
研
究
』
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
四
年
、
二
二
六
頁
。

（
３
）「
大
山
為
起
伝
補
遺
（
二
）」、『
朱
』
三
号
、
一
九
六
七
年
七
月
、
六
七
―
七
〇
頁
。
松
本
久
史
も
田
中
社
祭
神
・
猿
田
彦
神
に
関
す

る
春
満
の
解
釈
に
為
起
の
影
響
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
（『
荷
田
春
満
の
国
学
と
神
道
史
』
弘
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
、

七
六
頁
）。

（
４
）『
国
学
の
研
究
―
―
草
創
期
の
人
と
業
績
』
大
明
堂
、
一
九
八
一
年
、
一
三
六
頁
。

（
５
）
同
前
、
一
三
七
頁
。

（
６
）
三
宅
清
『
荷
田
春
満
の
古
典
学
』
第
一
巻
（
私
家
版
、
一
九
八
〇
年
）
一
四
五
丁
ウ
―
一
五
一
丁
ウ
、
松
浦
光
修
「
復
古
神
道
」（『
神

道
史
研
究
』
四
七
巻
三
・
四
号
、
一
九
九
九
年
七
月
・
一
〇
月
）
一
六
四
頁
を
参
照
。

（
７
）
松
本
前
掲
『
荷
田
春
満
の
国
学
と
神
道
史
』、
一
〇
五
―
七
頁
。
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（
８
）
斎
藤
英
喜
『
古
事
記
は
い
か
に
読
ま
れ
て
き
た
か
―
―
〈
神
話
〉
の
変
貌
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）、
お
よ
び
渡
邉
卓
『『
日

本
書
紀
』
受
容
史
研
究
―
―
国
学
に
お
け
る
方
法
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
の
序
論
を
参
照
。

（
９
）『
荷
田
全
集
』
第
六
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
一
年
、
八
六
頁
。

（

）『
近
世
学
芸
論
考
―
―
羽
倉
敬
尚
論
文
集
』
明
治
書
院
、
一
九
九
二
年
、
四
八
―
九
、
六
四
頁
。

10
（

）
西
田
長
男
「
大
山
為
起
」、『
朱
』
二
九
号
、
一
九
八
五
年
六
月
、
一
四
七
頁
。

11
（

）
岩
橋
小
彌
太
「
荷
田
春
満
の
神
祇
道
徳
説
」、『
神
道
史
叢
説
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年
。
三
木
正
太
郎
「
荷
田
春
満
の

12神
典
研
究
と
神
道
説
」、『
皇
学
館
大
学
紀
要
』
第
十
二
輯
、
一
九
七
四
年
。
上
田
前
掲
『
国
学
の
研
究
』、
一
三
八
頁
。

（

）
松
本
前
掲
『
荷
田
春
満
の
国
学
と
神
道
史
』、
四
七
頁
。

13
（

）「
垂
加
神
道
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研
究
―
―
神
典
解
釈
の
問
題
を
中
心
に
」、『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
紀
要
』
七
号
、

14二
〇
一
五
年
三
月
。

（

）
大
久
保
正
編
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
二
〇
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
五
年
、
三
九
七
頁
。
千
葉
真
也
「
古
事
記
」（
本
居
宣
長
記
念

15館
編
『
本
居
宣
長
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。

（

）「
本
居
宣
長
手
沢
本
旧
事
紀
ま
た
は
大
山
為
起
校
訂
本
旧
事
紀
に
つ
い
て
」（『
朱
』
三
六
号
、
一
九
九
三
年
二
月
）、「
古
事
記
校
訂

16に
お
け
る
為
起
と
宣
長
―
―
宣
長
手
沢
本
古
事
記
上
巻
」（『
相
愛
大
学
研
究
論
集
』
九
号
、
一
九
九
三
年
三
月
）、「
為
起
か
ら
宣
長
へ
」

（『
中
西
智
海
先
生
還
暦
記
念
論
文
集

仏
教
と
人
間
』
所
収
、
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
四
年
）。

（

）
前
掲
「
古
事
記
校
訂
に
お
け
る
為
起
と
宣
長
」
を
参
照
。

17
（

）
同
前
、
二
六
三
頁
。

18
（

）「
大
山
為
起
の
学
問
―
―
そ
の
校
訂
本
『
先
代
旧
事
本
紀
』
を
通
じ
て
」、『
朱
』
二
四
号
、
一
九
八
〇
年
六
月
、
一
四
四
頁
。

19
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（

）『
鼇
頭
古
事
記
』
の
刊
行
は
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
と
の
説
も
あ
る
。

20
（

）
こ
の
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
は
以
下
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
近
世
に
お
け
る
前
期
国
学
の
総
合
的
研
究
」）
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

21http://azum
am
aro-kokugaku.jp/06kokai/000_im

g_list.htm

（

）
松
本
久
史
「
前
期
国
学
の
古
事
記
研
究
―
―
荷
田
春
満
の
古
事
記
注
釈
書
と
書
入
れ
本
に
つ
い
て
」、『
古
事
記
學
』
一
号
、
二
〇
一

22五
年
三
月
、
二
七
七
―
八
九
頁
。

（

）「
親
寓
」
の
名
は
上
巻
二
一
丁
オ
二
行
「
陰
上
」
へ
の
頭
注
に
も
見
ら
れ
る
。
親
寓
に
つ
い
て
は
伏
見
稲
荷
大
社
御
鎮
座
一
千
二
百

23五
十
年
大
祭
奉
祝
記
念
奉
賛
会
編
刊
『
伏
見
稲
荷
大
社
年
表
』（
一
九
六
二
年
）
附
録
六
三
頁
を
参
照
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
親
寓
は
中
社
神

主
を
務
め
、
文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
に
六
十
三
歳
で
没
し
た
と
い
う
。

（

）『
古
事
紀
箚
記
上
中
下
全
部
』、
東
丸
神
社
所
蔵
（
Ａ
―
１
―
２
―
１
）、
二
丁
ウ
。『
荷
田
全
集
』
所
収
の
翻
刻
本
の
問
題
点
に
つ
い

24て
は
松
本
前
掲
「
前
期
国
学
の
古
事
記
研
究
」
二
八
三
―
五
頁
を
参
照
。
な
お
こ
の
原
本
で
は
引
用
箇
所
の
右
に
異
な
る
筆
跡
の
墨
筆

で
「
非
也
天
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
カ
ミ
ミ
ム
ス
ヒ
也
」
と
の
傍
注
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
注
の
通
り
春
満
の
誤
り
で
あ
っ
た
可

能
性
は
あ
る
が
、
後
世
の
解
釈
に
よ
る
書
入
れ
と
も
思
わ
れ
る
。

（

）
千
葉
前
掲
「
古
事
記
校
訂
に
お
け
る
為
起
と
宣
長
」、
三
一
―
七
頁
。

25
（

）
中
村
啓
信
『
荷
田
春
満
書
入
古
事
記
と
そ
の
研
究
』（
高
科
書
店
、
一
九
九
二
年
）
を
参
照
。

26
（

）
千
葉
前
掲
「
為
起
か
ら
宣
長
へ
」、
二
一
四
頁
。

27
（

）
中
村
前
掲
『
荷
田
春
満
書
入
古
事
記
と
そ
の
研
究
』、
三
四
七
頁
。

28
（

）
大
野
晋
編
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
、
四
四
三
頁
。

29
（

）
千
葉
前
掲
「
為
起
か
ら
宣
長
へ
」、
二
一
七
頁
。

30
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（

）
中
村
前
掲
『
荷
田
春
満
書
入
古
事
記
と
そ
の
研
究
』、
四
六
一
―
二
頁
。

31
（

）
同
前
、
四
六
四
―
九
頁
を
参
照
。

32
（

）
大
野
晋
編
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
二
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
年
、
四
一
七
頁
。

33
（

）
中
村
前
掲
『
荷
田
春
満
書
入
古
事
記
と
そ
の
研
究
』、
五
三
八
―
九
頁
。

34
（

）
大
野
晋
編
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
一
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
、
一
一
五
頁
。

35
（

）
千
葉
前
掲
「
為
起
か
ら
宣
長
へ
」、
二
二
四
頁
。
な
お
、
千
葉
は
こ
の
本
文
改
訂
に
つ
い
て
、「
直
後
の
本
文
に
『
故
号
其
水
門
謂
和

36那
美
之
水
門
也
』
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
、『
水
門
』
と
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
」（
同
上
）
と
述
べ
る
。
と
す
れ
ば
、
為
起
と
春
満
の
両
者

が
同
一
の
推
測
に
よ
っ
て
本
文
を
書
き
改
め
た
可
能
性
も
あ
る
。
と
は
い
え
こ
れ
が
諸
本
に
は
な
い
珍
し
い
異
文
で
あ
る
こ
と
も
た
し

か
で
あ
る
。

（

）
中
村
前
掲
『
荷
田
春
満
書
入
古
事
記
と
そ
の
研
究
』、
三
三
五
―
七
頁
。

37
（

）
中
村
前
掲
『
荷
田
春
満
書
入
古
事
記
と
そ
の
研
究
』、
三
四
四
頁
。

38
（

）
同
前
、
三
六
九
―
三
七
五
頁
。

39
（

）
松
本
前
掲
「
前
期
国
学
の
古
事
記
研
究
」、
二
八
六
―
七
頁
。

40
（

）
松
本
前
掲
『
荷
田
春
満
の
国
学
と
神
道
史
』、
三
六
―
七
頁
。

41
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